
市長公約「 渋滞解消総点検スタ ート ‼ 」により 、市民の皆様から 寄せら れた意見を 始めとし た市道の渋滞対策や交通

事故対策などの道路交通課題の解決に取り 組むこと で、市内交通の安全及び円滑化を 図ります。

01 交通安全施設整備業務

交差点改良工事（ 右折レ ーン 設置）を 行い、渋滞の解消を 図り ます。

主な内容

令和４ 年度から 、補助対象と なるアピア

ランスケア用品の種別に、乳房補整具を

追加し ます。

こ れにより 、がんの治療に起因する 脱毛

や乳房切除による 外見変化への支援メ

ニュ ーが増えます。

02 アピアランスケア用品購入補助業務主な内容

令和4年度 予算決ま る ! !令和4年度 予算決ま る ! !
（ 前年度対比4.7% 増）1,278 億円令和4年度予算 一般会計

令和４年度工事予定箇所︓『小豆坂小学校口』信号交差点

→

アピアランスケア用品の種別
ウィ ッ グ（ がん治療に 起因する 脱毛に 伴い、

ウイッ グを 必要と する 人）

乳房補正具（ がん治療に 起因する 乳房切除

に伴い、乳房補整具を 必要と する 人）

購 入 費 の 1 ／ 2 に 相 当

する 額

（ 上限額20 ,0 00  円）

〈 補助金額〉・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

がんになっても 安心して
自分らしく 暮らせるまち

交差点改良後のイメ ージ

渋滞解消！
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2023年１ 月放送開始予定の大河ド ラ マ「 どう する家康」を 契機とし た事業を 展開し 、

岡崎への誘客による 消費拡大・ 経済活性化のほか、知名度向上、歴史の再認識、

市民の皆様の機運醸成を 図ります。

岡崎公園内に便益施設を 設置し 、家康公生誕の地、

若き 家康公が過ごし た地を 全国に発信。
大河ドラマ館・
おもてなし施設を設置

↑大河ド ラ マ 館内イ メ ージ ↑おも て なし 館売店イ メ ージ ↑観光案内所内イ メ ージ

03 「どうする家康」活用推進業務主な内容

徳川家康と 三河武士の功績を 伝える施設として、若き家康が戦国武将として自立し た岡崎での事績を 発信していきます。

04 家康館施設整備業務（令和5年１月リニューアル予定）主な内容

もっと 岡崎、

きっと 家康

岡崎市徳川家康公顕彰推進協議会

ロ ゴ マ ーク、キャッ チコ ピ ー

● 〒444-8558 岡崎市橋目町字御茶屋1番地　   TEL.0564-31-2248

● 市議会（ 民政ク ラ ブ） 〒444-8601 岡崎市十王町2-9 　 　 　 　TEL.0564-23-6394

困り ごと やご意見・ ご要望は、 「 く ら し の相談カ ード 」 または、

「 く ら し の相談窓口」 をご活用く ださ い。

最後に

1969年　 12月2日誕生

1982年　 岡崎市立羽根小学校　 卒業

1985年　 岡崎市立南中学校　 卒業　

1988年　 愛知県立岡崎西高等学校　 卒業

1993年 立命館大学　 経済学部　 卒業

フ タ バ産業株式会社　 入社

プロフィ ール
岡崎育ち

岡崎生まれ、

Fac ebook公開中！

令和4年度が始まり まし た！皆さ んは、何か目標を 立てまし た か？

丸2年新型コ ロ ナウイ ルス 感染症の影響で 生活スタ イ ルも 変わり 、

自由に外出する 機会も 減っ てし ま いまし た 。

私は、今年度は可能な 限り 、県外で 開催さ れる 5キロ 程

度のマ ラ ソ ン 大 会に エ ント リ ー を し て、旅行も 兼ねて

マラ ソ ン を 走る！と いう さ さ やかな 希望も 込めた目標を

立てて おり ま す。少し で も 実現で きる 環境に今年度こ そ

なること を 願っ て おり ま す。そし て、昨年に 引き 続き 、脱

メ タ ボを 継続目標にし ていき ま す！頑張り ま す！

く ら し の相談窓口

我々の仲間をみんなで応援しましょう︕

参議院議員 さんの紹介

はまぐち誠 プロフィール
1965年 三重県松阪市生まれ
1988年 筑波大学 第三学群社会工学類 卒業

トヨタ自動車株式会社 入社
2002年 全トヨタ労働組合連合会 副事務局長
2008年 自動車総連 事務局次長
2015年 自動車総連

参議院議員選挙初当選、全トヨタ労連顧問
特別中央執行委員

2016年

メッセージ
「2022年新しい年が始まりました。2016年7月の初当選以来、ご支援いた

だいている全ての皆さんに心からお礼を申し上げます。国会議員として5年

半仕事をさせていただき、常に職場で日々懸命に働く皆さんの声やご意

見が、私の活動の原点であり、ブレることなく取り組んで参りました。自動

車産業と関連産業が、カーボンニュートラルや自動運転など、100年に

一度の大きな変革期にある中、政治が果たす役割と責任は、これまで以

上に重要になると思います。働く仲間の皆さんの声をこれからも国会に届

け、雇用や生活を守り、産業の発展・成長につなげていきたいと考えます。

今年7月、2回目のチャレンジとなります。皆さんとともに必ず乗り越えてい

きたいと思います。最後までのご支援、宜しくお願い致します。




